
平成２６年度 岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会 

日 時 ： 平成２７年 ３月２５日（水） １４：００～ 
場 所 ： 岐阜国道事務所 南棟２階大会議室 

議 事 次 第 

１．開 会 

２．挨 拶 

３．議 事 

１．これまでの取り組み経緯 

２．エリアの基本方針（案）の策定 

３．実施した渋滞対策 

４．交通状況のモニタリング 

５．道路交通施策の方向 －賢く使うコンセプト－ 

４．閉 会 
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１．これまでの取り組み経緯
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岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会の開催（H24.6～12月：計3回）

・交通基礎データの共有

・意見交換

・地域の渋滞箇所の素案の決定

・パブリックコメントの実施内容・手法等の決定

・パブリックコメント等を含めた地域の主要渋滞箇所の特定

岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会の開催（H25.9.11)

・今後の取り組み方針を共有

各エリアWGの開催

・地域の主要渋滞箇所への基本方針（案）を検討

・既存の渋滞対策及び今ある道路を活用した渋滞対策の実施

・渋滞対策の立案を行うためのモニタリング手法を検討及び実施

岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会の開催

・エリアの基本方針（案）の策定

・実施した渋滞対策

・交通状況のモニタリング

次年度以降、継続してフォロー

第4次渋滞対策プログラム（平成18年度～）

パブリックコメントの実施
（H24.8.10～24）

地域の主要渋滞箇所の公表
（H25.1.22）

道路交通施策の方向
－賢く使うコンセプト－

（H26.7.2）

１．これまでの取り組み経緯

１－１ 検討の流れ
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１．これまでの取り組み経緯

岐阜都市圏渋滞対策検討部会
○岐阜エリア
○都市圏内

東濃圏域渋滞対策検討部会
○多治見エリア
○圏域内

飛騨地域渋滞対策検討部会
○地域内

岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会

道路管理者 警察 基礎自治体 交通事業者 その他

国土交通省
岐阜県

岐阜県警察 市、町 学識経験者などトラック・バス・タクシー
事業者など

運輸局

中部運輸局

道路管理者 警察 基礎自治体 交通事業者 その他

国土交通省
岐阜県

岐阜県警察 市、町 学識経験者などトラック・バス・タクシー
事業者など

運輸局

中部運輸局

道路管理者

国土交通省、
岐阜県

警察

岐阜県警察

運輸局

中部運輸局

基礎自治体

市、町

交通事業者

トラック、バス、
タクシー事業者

○岐阜県内における道路交通渋滞解消の解消を目的に、岐阜都市圏・東濃圏域・飛騨地域における課題箇所の把
握、円滑な道路交通の実現に向けた渋滞対策の効果・評価・検証を行う。

○各エリアワーキンググループでの取り組み及び主要渋滞箇所のモニタリング結果を成果として公表する。

１－２ 検討体制等

（１） 岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会の進め方

○平成24年度において公表された「地域の主要渋滞箇所」について、各エリア毎に関係機関と連携し、エリアの目指
すべき方向性、対策メニューの検討等を進める。

（２） 検討部会の進め方
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１．これまでの取り組み経緯

１－３ 地域の主要渋滞箇所（一般道） H25.1 公表資料



１－４ 岐阜県全体における基本方針（平成25年9月11日協議会資料）

１．これまでの取り組み経緯

5

愛知県

南北の地域間の
結びつきが弱い

飛騨圏域

中部縦貫自動車道

中部縦貫自動車道

岐阜圏域 可茂圏域

大垣圏域

・岐阜県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、「岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会」※（以下「協議会」）において、

道路利用者のみなさまが実感している渋滞箇所等を「地域の主要渋滞箇所」として選定しました。

・このたび、「地域の主要渋滞箇所」に対する基本方針を「検討部会」にて検討しました。

国土交通省中部地方整備局、中部運輸局、岐阜県警察、岐阜県、中日本高速道路（株）、岐阜県トラック協会、岐阜県バス協会、岐阜県タクシー協会

※「岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会」の構成員

H24.6 第１回協議会

H24.7 第２回協議会

H24.12 第３回協議会

地域の主要渋滞箇所 選定

主要渋滞箇所 基本方針

検討経緯

１．岐阜県の概況 ３．岐阜県全体の交通ネットワークイメージ

２．方向性

■バイパスや環状道路の整備により交通容量の拡大を図るとともに、ソフト対策による渋滞軽減への取り組みを図ります。

関係者で構成される検討部会において、更なる対策検討及び対策効果を検証してまいります。

基本方針

（検討部会体制） 道路管理者 警察 基礎自治体 交通事業者 その他

国土交通省、岐阜県 岐阜県警察 岐阜市、多治見市
高山市など

学識経験者など

【南北軸】
物流や観光等の連携

【東西軸】
各地域間を連携

特に岐阜圏域に
県内の交通が集中

トラック・バス・タクシー
事業者など

概要

岐阜県の

状況

• 岐阜県は日本の中央に位置し広大な面積を有する反面、3000m級の山々から海抜0mの輪中
地帯まで起伏に富んだ地形で構成されているため、可住地面積は県土の20%と少なく、山間部
ではそれが点在する構造。

• 県内の交通軸は、福井・滋賀と長野を結ぶ東西軸、太平洋側と日本海側を結ぶ南北軸を形成し
ており、東西軸は各圏域間の連携軸、南北軸は物流や観光の連携軸としての役割を果たしてい
る。

• 交通流動は、岐阜圏域を中心とした東西の大垣、可茂、東濃圏域の結びつきが強く、県間では
この4地域と愛知県との結びつきが強い。一方で南北の地域間の結びつきが弱くなっているの
が現状。

• 県内の旅客輸送の約9割は自動車輸送され、人や物の流動は自動車に依存する割合が非常に
高い。

• 県内の高規格幹線道路は、既に中央道、名神高速が供用済みのほか、東海北陸道、東海環状
道、中部縦貫道の自動車道が事業中。また、東濃地域にリニア中央新幹線が計画中。

道路交通

状況

• 県民活動に著しく影響を与えている道路交通渋滞は、朝夕のピーク時や観光シーズンの交通集
中により、県内各所で発生。

• 特に結びつきが強い岐阜圏域を中心とした圏域間や、愛知県とのアクセス道路に集中。

概要

総合

対策等

・まちなかの公共交通を確保するため、商業集積地域を経由する公共交通網の整備や、公
共交通機関の利便性向上に向けた取組を促進する。

・公共交通が便利で使いやすい交通体系とし、徒歩や自転車利用等の環境整備により、
『自動車』から『公共交通』・『徒歩・自転車』への転換を促す施策を進める。

岐阜エリア：岐阜市総合交通戦略（岐阜市）
多治見エリア：先導的都市環境形成計画 （多治見市）など

道路整備
・バイパス整備・環状道路によるネットワーク整備や、現道拡幅、交差点改良、踏切除去・改

良等による交通円滑化・ボトルネック対策を進める。

：高規格幹線道路（実線は供用区間）

● ：リニア中央新幹線（計画）

東濃圏域

運輸局

中部運輸局



２．エリアの基本方針（案）の策定
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２．エリアの基本方針（案）の策定
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エリアの概況エリアの概況

２－１ エリアの基本方針（案）の策定の流れ

●「エリアの基本方針（案）」とは、県全体における渋滞対策の基本方針を踏まえ、エリア毎の渋滞対策の方向性と具体的な対策メニューを示
すものであり、以下の流れにより策定しました。

地域特性の把握 交通特性の把握 交通課題の整理 将来像・上位計画等の整理

地域の重要な軸・拠点の抽出

◆ 地域の概況

（人口、事務所集積状況 等）

◆ 道路網ネットワークの現状

◆ 地域の交通特性 等

（人、モノの動き 等）

◆ 交通課題の整理

（主要渋滞箇所、速度、その他指標等）
◆ 地域の将来像・上位計画

今後検討すべき対策メニュー今後検討すべき対策メニュー

◆ 抽出した軸・拠点の課題分析（概略分析）

◆ 目指すべき方向性（案）の整理

今後検討すべき対策の整理 既存の渋滞対策の整理

◆ 対策メニューの検討

課題箇所の改善に資する既存メニューの整理

課題箇所の改善のための新規メニューの整理

◆ 渋滞対策等の取り組み（対策内容、完成時期等）

◆ 渋滞対策等の効果（どこの課題箇所がどの程度改善されるのか） 等

エリアの基本方針（案）の策定
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２．エリアの基本方針（案）の策定 ２－２ 多治見エリアの基本方針（案）

（１）エリアの概況 （２）エリアの課題

・多治見市は、北部に中央自動車道多治見ＩＣが位置し、国道19号・(一)武並土岐多治見
線（東西軸）と国道248号（南北軸）が一般道路の東西・南北の幹線道路軸を形成。

・多治見市民の交通手段の約７割、また多治見駅を端末とする交通手段の約４割が自動
車であるなど、自動車依存率が著しく高い。

・国道19号は、岐阜県東濃地域と愛知県（春日井市、名古屋市等）とを結ぶ都市間の産業
交通を分担しており、大型車混入率が高い。

【現状の課題】
・朝夕ピーク時は、北部・南部住宅団地と多治見駅、南部住宅団地と北部事業所集積地

を往来する通勤交通が卓越。南北道路では、鉄道・河川を跨線・渡河できる国道248号
などの特定路線に交通が集中し、著しい速度低下が発生。

・国道19号、（県）武並土岐多治見線などの東西道路では、南北道路との交差点部にて局
所的な速度低下が発生。

・市街地部の道路では、日中も生活交通等の集中により慢性的な速度低下が発生。

【将来像】
・“「中心の再生」を支援”、“公共交通との連携を強化”、“都市内交通の円滑な移動を支

援”、“他都市との連携を強化”する道路づくりを道路網整備の基本方針とする。
（多治見市都市計画マスタープラン）

・環状型道路網を配置することで通過交通を削減し、環境にやさしい安心・安全な道路づく
りを進める。 （多治見市都市計画マスタープラン）

・市街地南北方向について、道路の交通容量を拡大し、渋滞緩和を図る。
（多治見市交通対策協議会）

・多治見市は、人口約１１万人であり、東濃地域の中心都市である。
・人口は、多治見駅等を中心とした市街地部や、北部・南部地域の住宅団地に集中。
・多治見市北部に位置する可児市・御嵩町には大規模事業所が多く集積している。
・市街地部には、多治見駅や市民病院等の交通・生活拠点等が立地している。
・東西にJR中央本線および土岐川があり、市街地部を南北に分断している。

多治見エリアの地域特性多治見エリアの地域特性

多治見エリアの交通特性多治見エリアの交通特性

※「協議会」構成組織を中心とし、必要に応じ関係者の出席を求める

道路管理者 警 察

国、岐阜県、多治見市 岐阜県警

基礎自治体 交通事業者運輸局

多治見市 運輸事業者
（トラック・バス・タクシー）

中部運輸局

（３）対策メニュー

対策メニュー

総合対策等
・多治見市総合交通戦略に基づいた市内全線の路線バスやコミュニティ

バスの利用促進施策（乗継割引・料金施策）等のソフト施策を進め、公
共交通への転換を促し、交通渋滞の緩和を進める。

道路整備等

・南北軸において、市街地へ流入する通勤交通等を分散・迂回させるた
めに、内環状道路（（仮称）平和太平線等））および（仮称）白山豊岡線
の整備検討を進めるとともに、南北軸（国道248号）と中央自動車道が
接続する多治見IC交差点の改良を推進する。

・東西軸において、南北道路との交差点における局所的な速度低下の
改善を図るため、国道19号及び県道の交差点改良の実施を検討する。

基本方針

主要南北軸（国道２４８号）への交通集中
による交差点間を連続する渋滞の発生

南北軸：課題

（エリアＷＧ体制）※

◇ 多治見市街地へ集中・流入する通勤交通・生活交通等に対して、公共交通への転換を促すために、多治見市総合交通戦略に基づいた路線バス・コミュニティバス
の利用促進策（乗継割引）を実施するとともに、交通の分散・迂回等を図るために、内環状道路の整備検討を進めるとともに、国道248号多治見IC交差点の改良を推
進するなど、ソフト・ハードを含めた対策を検討・実施します。

国道19号の交差点部における速度低下
武並土岐多治見線の中心部（多治見駅・病
院等）へのｱｸｾｽ箇所（市民病院前交差点）を
中心とする混雑

東西軸：課題

市
街
地
中
心
部

へ
の
通
勤
交
通
集
中多治見市内環状道路

未整備区間

主要渋滞箇所

その他の渋滞箇所

進行中の土地整理区画事業

【○○】 交差点名（○○交差点）

岐阜県立
多治見病院

多治見
市民病院



３．実施した渋滞対策
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３．実施した渋滞対策
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３－１ 平成25～26年度に実施した対策

【総合対策等】 【道路整備等】

岐阜県全体図

高山
拡大図

岐阜・多治見拡大図

箇所 実施施策 実施主体

①岐阜エリア
のソフト対策

・バス優先レーンの設置
・PTPSの設置
・お出かけバスマップ
・交通行動転換促進冊子
・ノーカーデー（岐阜市職員）
・バス停留所周辺の道路空地
　へC&R駐輪スペース整備
・P&R駐車場の情報（位置・
　空き状況等）発信

・岐阜市
・岐阜県警察
・岐阜県
・岐阜乗合自動
 車㈱

②高山祭の
渋滞緩和施
策

・案内看板の設置
・道路情報板の活用
・事前の情報提供

飛騨地域渋滞
対策検討部会

③国分寺東
交差点

・信号調整（歩車分離運用）
岐阜県公安委
員会

事業

平成25年  3月 ④国道21号　御所野交差点改良

 3月 ⑤市道小洞線　交差点改良

 3月24日 ⑥市道那加小網線（各務原大橋）開通

 9月22日 ⑦国道41号高山国府バイパス開通　【事例】

10月19日
⑧国道156号岐阜東バイパス（３工区の一部区間）
　 開通　【事例】

10月30日 ⑨国道19号恵中拡幅　４車線化　【事例】

12月 ⑩国道248号　関市栄町拡幅　【事例】

平成26年  3月31日
⑪国道41号美濃加茂バイパス４車線化
⑫国道248号太田バイパス4車線化

 5月 ⑬主要地方道神岡河合線（太江杉崎工区）開通

 7月 9日 ⑭国道21号　穂積中原～下牛牧5車線化

平成27年  2月 ⑮国道257号　野尻交差点改良

 2月16日
⑯東濃西部都市間連絡道路（一般県道　肥田
   下石線）開通

 2月18日 ⑰一般県道大垣江南線（大安大橋）開通

 3月 3日 ⑱主要地方道岐阜美濃線（小島山トンネル）開通

開通時期



３．実施した渋滞対策

11

３－２ 道路の開通等による整備効果について

■国道１５６号岐阜東バイパスは、国道１５６号現道の交通渋滞の緩和や交通事故の減少を主な目的とし、順次整備を推進しています。

■平成25年10月19日に岐阜市日野南～岩田西間（延長約２．３ｋｍ）が開通し、計画延長13.4kmのうち9.0kmが供用しています。

N

248

関市

扶桑町

各務原市

岐阜市

笠松町

岐南町

江南市一宮市

岐阜県

愛知県

岐阜東
バイパス

至名古屋

至
関
ヶ
原

至
美
濃
加
茂

21

248

156

256

157

岐阜県全域

岐阜東バイパス

21

至
美
濃
加
茂

至郡上八幡 至郡上八幡

156

至 関市街

至 岐阜市街

岐阜市

各務原市

平成25年
10月19日
２車線開通
延長2.3ｋｍ

156

岐阜市日野南

岐阜市岩田西

N

岐南町

関市

延長
13.4km

国道･県道：

岐阜東バイパス
開通済 ：
未開通 ：

６車線開通済
延長3.1ｋｍ

岐
阜
東
バ
イ
パ
ス

岐南町八剣

関市山田

２車線開通済
延長1.7ｋｍ

至 岐阜市街

至 関市街

写真

岐 阜 東 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

４車線開通済
延長1.9ｋｍ

（１） 国道156号岐阜東バイパス（岐阜市日野～岩田間）：平成25年10月開通

①国道156号岐阜東バイパスの事業概要
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②国道156号岐阜東バイパスの整備効果

H25.9撮影

H26.12撮影

開通前 開通後
至 岐阜市街

至 岐阜市街

至 岐阜市街

至 関市街凡 例

高速道路

一般国道（国管理区間）

一般国道（ ２車開通済区間）

一般国道（未開通区間）

主要地方道

一般県道

アンケート調査実施範囲

主要渋滞箇所

写真

芥
見
１

岩
田

①

①

【国道１５６号現道の状況】

日
野
南
５
東

芥
見
大
船

日
野
南
６

N

至 関市

至 関市国道156号現道は特に朝の通勤ラッシュ時に混
雑が発生していました。

■バス利用者も交通混雑の緩和を実感

岐阜東バイパス

（H25.10.19 ２車線開通

延長2.3km）

■岐阜東バイパスの開通により、主要渋滞箇所である岩田交差点を通過するバス路線において、朝ピーク時で平均遅延時間が約６割改善しました。

■バス利用者の約６割の方が交通混雑の緩和を実感しています。

■岐阜東バイパスの岩田交差点を通過するバス路線の平均遅延時間が改善

３．実施した渋滞対策

岩田バス停

東芥見
バス停

長山バス停

改善した
と感じる
57.9%

変化はない

と感じる
42.1%

バス運行の変化の実感

N=38

ダイヤ通り来るようになった。

開通後、日野橋まで混雑しなくなった。

以前に比べて遅れが減ったと思う。

朝の上り岐阜駅方面の運行状況が大幅に改善。

現在はピーク時は渋滞を見込んだダイヤとしているが、今後の改
善状況によってはダイヤの変更も検討していく。

下り方向の芥見周辺の混雑は大きな変化はないため、今後のバイ
パス延伸に期待。

5.6

2.1

0

2

4

6

8

10

開通前 開通後

上り7時台 平均遅延時間
分

遅延時間が約６割改善

岐阜駅方面 路線バス平均遅延時間（７時台） バス事業者ヒアリング：
H25.11.28(木)実施

遅延時間：ダイヤとバスがバス停に
着く時間との差。

平均遅延時間：長山～日野橋間の
バス停８箇所における遅延時間の
平均値。（開通前9/30～10/18平
日、開通後11/5～11/22平日、長山
発７時台の便を集計）

【バス事業者の声】

【バス利用者の声】

利用者ヒアリング：H25.11.13(水) 朝7:00～
9:00調査上り岐阜駅方面の長山、東芥見、
岩田バス停においてヒアリング

日野橋バス停

※バイパス未整備区間に
並行する国道156号現道
に残る交通混雑について
は、引き続き渋滞対策を
検討していきます。



（２） 国道19号恵中拡幅：平成25年10月拡幅

①国道19号恵中拡幅の事業概要

３．実施した渋滞対策

恵 中 拡 幅 の 全 体 位 置 図

位 置 図

岐阜県全域

国道19号恵中拡幅

H26.10撮影

至 長野県

至 名古屋

13

■国道１９号恵中拡幅（延伸）は、交通渋滞の緩和、交通安全の確保、地域活性化の支援を主な目的とした事業です。

■平成25年10月30日に恵那市大井町雀子ヶ根から中津川市茄子川間（延長３．０ｋｍ）が全線４車線拡幅されました。



＜雀子ヶ根交差点＞
拡幅前

拡幅後

至 長野県

至 名古屋

至 長野県

至 名古屋

＜三坂交差点＞
拡幅前

拡幅後

至 長野県

至 名古屋

至 長野県

至 名古屋

H17.12撮影

H26.10撮影 H25.11撮影

ゆったりと走れるので19号を使う機会が増

えた。以前は渋滞するので裏道を使ってい
たが、その必要がなくなりました。

朝夕の出勤ラッシュの時に片側一車線に
なり大渋滞となる所が、片側二車線になっ
たおかげで大渋滞が無くなり、10分ほど時
間短縮が出来るようになりました。

名古屋方面行（上り方向）
朝）渋滞最大長：８００ｍ
夕）渋滞最大長：８５０ｍ

解消！！

名古屋方面行（上り方向）
朝）渋滞最大長：６０ｍ
夕）渋滞最大長：５５０ｍ

解消！！

※現在はＢＯＸカルバートで立体交差

H18.10撮影

14

②国道19号恵中拡幅の整備効果

３．実施した渋滞対策

■国道19号恵中拡幅により、主要渋滞箇所である雀子ヶ根交差点、三坂交差点において、朝ピーク時、夕ピーク時とも渋滞が解消しました。

■道路利用者も渋滞解消の効果を実感しています。

■主要渋滞箇所である雀子ヶ根交差点、三坂交差点の渋滞が解消

■道路利用者からの声

H24.9.12調査

H25.11.6調査

H20.3.4調査



15

高 山 国 府 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

位 置 図

■高山国府バイパスは、岐阜県高山市冬頭町から高山市国府町金桶に至る延長約６．３ｋｍの道路で、現道４１号の交通混雑の緩和及び交通安全の確保を図るとともに、
中部縦貫自動車道（高山ＩＣ）のアクセス道路として機能する道路です。

■平成25年9月22日に全線開通（一部暫定２車線）しました。平成28年度には、高山ＩＣ以南の４車線開通予定です。

３．実施した渋滞対策

（３） 国道41号高山国府バイパス（高山市冬頭町～高山市国府町金桶）：平成25年9月開通

①国道41号高山国府バイパスの事業概要



■整備前は主要渋滞箇所である上切町交差点で、ゴールデンウィークなどの観光繁忙期に、2.0ｋｍを越える渋滞が発生していました。

■高山国府バイパスの整備（Ｈ２５.９.２２）により国道４１号に集中していた交通の分散が図られたことから、各交差点で発生していた渋滞が解消しました。

３．実施した渋滞対策

②国道41号高山国府バイパスの整備効果

320m
70m

0m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,500m

整備前 整備後

60m 0m
0m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,500m

整備前 整備後

2,250m

0m
0m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,500m

整備前 整備後

400m
150m

0m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,500m

整備前 整備後

800m

0m
0m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,500m

整備前 整備後

1,600m

0m
0m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,500m

整備前 整備後

41

41

至 下呂市

至 飛騨市

41

延
長

６
．
３
ｋ
ｍ

高
山
国
府
バ
イ
パ
ス

③冬頭町
交差点

①下切町
交差点

写真①

写真②

○時台 ：最大渋滞長発生時間帯

最大渋滞長

16時台

16時台

15時台

国道４１号（Ａ方向）最大渋滞長】 【国道４１号（Ｂ方向）最大渋滞長】

【国道４１号（Ｆ方向）最大渋滞長】

Ａ方向

整備前：平成25年5月4日、整備後：平成26年5月4日

主要渋滞箇所

トンネル区間

一般国道

自動車専用道路

主要地方道

高山国府バイ パス

②上切町
交差点

高山IC

15時台

16時台

【高山国府バイパス（Ｃ方向）最大渋滞長】 【高山国府バイパス（Ｄ方向）最大渋滞長】

Ｂ方向

Ｅ方向

Ｄ方向

Ｃ方向

Ｆ方向

渋滞解消

【国道４１号（Ｅ方向）最大渋滞長】

15時台

渋滞解消

渋滞解消

渋滞解消

渋滞緩和

渋滞緩和

渋滞解消

③冬頭町交差点

①下切町交差点

②上切町交差点

平成25年ＧＷ時 渋滞末尾

冬頭町交差点を先頭に上切町まで渋
滞が発生していました。

※渋滞長調査結果 整備前：平成25年5月4日（土）、整備後：平成26年5月4日（日）

■冬頭町交差点も立体化により渋滞が解消

高山国府バイパスの整備後は
渋滞が解消

渋滞長
ＧＷ：1,600m

平成26年ＧＷ時

16



 

16,044 台／日

14,241 台／日

18,680 台／日 

17

■国道２４８号は、関市中心部から西に位置し、岐阜市と連絡している幹線道路である。整備区間（関市小屋名～関市栄町区間：L=0.8km）は、関市の玄関口で、交通量が
多く渋滞をきたしていました。

■平成１７年に平行する名鉄美濃町線が廃線になったことを受けて、代替交通機関であるバス停の整備を含めた道路整備を行い交通の円滑化を図るとともに、都市公園と
の連絡を強化や、機能的な幹線道路のネットワークを形成、周辺地域の活性化を目的に、平成２５年１２月に車線拡幅を実施しました。

■当該区間の整備により、旅行速度は約２～３km/h程度向上し、交通の円滑化が図られました。

国 道 ２ ４ ８ 号 （ 関 市 栄 町 ） 拡 幅 位 置 図

13.1

24.4

16.5

26.1

0 10 20 30

上り（東向き）

下り（西向き）

整備前

整備後

■栄町４～栄町３間の旅行速度の変化

（km/h）

備考）・整備前の旅行速度はH25.9～11月の民間プローブデータ（平日12h平均）より
・整備後の旅行速度はH26.4～6月の民間プローブデータ（平日12h平均）より

速度向上
（約3km/h）

速度向上
（約2km/h）

国道248号 L=760m W=19m

（現道拡幅）

※交通量はH22センサス

凡 例

主要渋滞箇所

３．実施した渋滞対策

（４） 国道248号（関市栄町）：平成25年12月拡幅

①国道248号（関市栄町）の事業概要、整備効果



■高山市街地の国道１５８号は、高山祭、ゴールデンウィーク、お盆等の観光期において、観光施設や祭会場などへ向かう交通の
集中による交通渋滞が発生。

■国道１５８号の交通渋滞を緩和させる取り組みとして、「案内看板の設置」、「道路情報板の活用」、 「事前の情報提供」を実施。

18

３．実施した渋滞対策

３－３ 今ある道路を活用した渋滞対策について

（１） 高山祭の渋滞緩和施策

①現在の課題と高山国道事務所が実施した取り組み

【国道158号の交通渋滞を緩和する取組み】

■取り組み１：中部縦貫自動車道への交通分散を促す案内看板の設置 ■取り組み３：ホームページ及びチラシによる事前情報提供

■取り組み２：道路情報板を活用した渋滞情報の提供

高山西ICの
手前に表示

【高山市HPの情報提供案内】

【高山国道事務所HPの情報提供案内】
【チラシ配置箇所と配置枚数】

分散

【配置したチラシ】
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３．実施した渋滞対策
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※H25：平成25年10月10日、H26：平成26年10月9日
交通量調査結果より集計

高山IC

至富山

至名古屋

至清見

至富山

至松本

※平成26年1月に歩車分離式信号となったため青時間減少により渋滞長

が延伸するものの、歩行者等横断による左折交通の一時停止が解消した
ため通過時間が減少

【日赤北交差点における最大渋滞長、最大通過時間】

【国分寺東交差点における最大渋滞長、最大通過時間】

日赤北
交差点

国分寺東
交差点

上岡本町南
交差点

冬頭町
交差点

【冬頭町交差点における最大渋滞長、最大通過時間】

【上岡本町南交差点における最大渋滞長、最大通過時間】

20m
短縮

1分52秒
短縮

解消

2分35秒
短縮

320m
短縮

11秒短縮

20m
延長

1分19秒
短縮

情報提供による交通分散によって、
国道158号から高山市街地までの経

路における主要渋滞箇所（上岡本町
南交差点、日赤北交差点、国分寺東
交差点）で最大通過時間が短縮

【秋の高山祭開催時における情報提供の効果】

秋の高山祭
開催エリア

至　高山市街地

至
高
山
Ｉ
Ｃ

冬頭町
交差点

冬頭町
交差点

高山国府ＢＰ開通前 高山国府ＢＰ開通後

至
下
切
町

至　高山IC至　下切町

至　高山市街地

青時間

平均約３５秒

青時間

平均約８０秒

●交差点形状が変わり青時間が大幅に増加したため解消

最大渋滞長：信号が青から赤に変わった時に交差点の停止線を通過出来なかった車両がある場合において、停止線から最後尾の車両までの距離の最大値
最大通過時間：渋滞最後尾の車両が交差点の停止線を越えるまでに要した時間の最大値

■主要渋滞箇所の上岡本町南交差点、日赤北交差点、国分寺東交差点では最大渋滞長及び最大通過時間が短縮。

②交差点の混雑緩和効果
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３．実施した渋滞対策

至飛騨清見IC

至富山

高山IC

高山西IC

至富山

国道158号を
選択した方

３６％

158

国道158号以外の
経路を選択した方

６４％

資料：高山市街地来訪者へのWEBアンケート結果より集計
（秋の高山祭開催時H26.10.9～10）

至松本

至名古屋

秋の高山祭
開催エリア

冬頭町

下岡本町南

日赤北上岡本町南

国分寺東

桐生町西

■取り組みによる経路選択の結果
※中部縦貫自動車道及び国道４１号利用で取組み内容を何らかの方法で認識していた人を対象（n=154）

ｎ=154

＜経路選択の際に参考にした情報＞

ｎ=98

国道158号を
選択した方

41

事前情報提供
＋案内看板が
約５割を占める

③今回の取り組みに関するアンケート結果

■今回の取り組みによって、アンケート回答者のうち約６割の方が国道158号以外の経路を選択した。
■経路を選択する際に参考にした取り組みのうち、事前情報（HP、チラシ）と案内看板を参考にした方が約５割と最も高い。



４．交通状況のモニタリング
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４．交通状況のモニタリング
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 最新の交通データにより、主要渋滞箇所の抽出指標の該当状況を点検しました。
 点検の結果、渋滞箇所の抽出指標に該当しない箇所が２３箇所確認されました。
 今後も経過観察を実施していくとともに、抽出指標に該当しない箇所については現地状況を確認した上で、主要渋滞箇所の見直

しも含め、検討していきます。

４－１ モニタリング実施結果

岐阜県の主要渋滞箇所（１８６箇所）のモニタリング結果

渋滞箇所の分類
（渋滞箇所の抽出指標）

主要渋滞箇所数
（186箇所）

①平⽇における渋滞箇所
（昼間12時間の損失時間 80万⼈時間/年以上など） ８０箇所

②休⽇における渋滞箇所
（昼間の旅⾏速度が20km/h以下など） ３７箇所

③踏切による渋滞箇所
（１⽇の踏切⾃動⾞交通遮断量5万台・時/⽇以上など） ７箇所

④パブリックコメントによる選定箇所
（パブリックコメント意⾒箇所を最新データなどにより確認） ６２箇所

モニタリング実施結果

渋滞箇所の
抽出指標に
該当する箇所

渋滞箇所の
抽出指標に

該当しない箇所

７４箇所 ６箇所

３０箇所 ７箇所

７箇所 ０箇所

５２箇所 １０箇所

最
新
の
交
通
デ
ー
タ

※民間プローブデータ、トラカンデータ等による



５．道路交通施策の方向

－賢く使うコンセプト－
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平成26年7月2日 社会資本整備審議会
第15回道路分科会 配布資料より抜粋

５．道路交通施策の方向 －賢く使うコンセプト－

５－１ 道路交通施策の方向
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５－２ 個別課題の対応の方向 平成26年7月2日 社会資本整備審議会
第15回道路分科会 配布資料より抜粋
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（１）

５．道路交通施策の方向 －賢く使うコンセプト－



平成26年7月2日 社会資本整備審議会
第15回道路分科会 配布資料より抜粋
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（２）

５．道路交通施策の方向 －賢く使うコンセプト－



平成26年7月2日 社会資本整備審議会
第15回道路分科会 配布資料より抜粋
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（３）

５．道路交通施策の方向 －賢く使うコンセプト－



平成26年7月2日 社会資本整備審議会
第15回道路分科会 配布資料より抜粋
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（４）

５．道路交通施策の方向 －賢く使うコンセプト－
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